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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理端末のおかれた環境を表す環境情報を順次取得する環境情報取得手段と、
　前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、ユーザに関する
１又は複数の情報要素のうちから特定される情報要素を変化させる開示可能範囲変化手段
と、
　前記特定される情報要素に制限されるよう、前記ユーザに提供されるページに配置され
る情報を生成するために利用される当該ユーザに関する情報の範囲を制限する制限手段と
、を含み、
　前記１又は複数の情報要素のそれぞれには、情報の機密性の高低を表す機密度が設定さ
れており、
　前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、前記機密度の閾
値を変化させる機密度閾値変化手段、をさらに含み、
　前記開示可能範囲変化手段は、前記情報要素に設定されている機密度と前記機密度の閾
値とに基づいて、前記特定される情報要素を変化させ、
　前記機密度の閾値の変化又は前記機密度の閾値が変化する条件は機密性が高くなるよう
変化させる場合と低くなるよう変化させる場合とで異なる、
　ことを特徴とする情報処理システム。
【請求項２】
　前記機密度の閾値を機密性が高くなるよう変化させる場合の前記機密度の閾値の変化量
が、前記機密度の閾値を機密性が低くなるよう変化させる場合の前記機密度の閾値の変化
量よりも大きい、
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理システム。
【請求項３】
　前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて当該変化から前記
機密度の閾値を機密性が低くなるよう変化させるまでの期間が、前記環境情報の変化に応
じて当該変化から前記機密度の閾値を機密性が高くなるよう変化させるまでの期間よりも
長い、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の情報処理システム。
【請求項４】
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　前記機密度の閾値を機密性が高くなるよう変化させる際の基準となる環境情報と、前記
機密度の閾値を機密性が低くなるよう変化させる際の環境情報と、が異なる、
　ことを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の情報処理システム。
【請求項５】
　前記制限手段は、前記ユーザに提供される画面に表示される情報の範囲を制限する、
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の情報処理システム。
【請求項６】
　画面に含まれないよう制限された情報の代わりに代替情報が配置されるよう、ユーザに
提供される画面に含まれる情報を制御する制御手段、をさらに含む、
　ことを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の情報処理システム。
【請求項７】
　前記環境情報取得手段は、前記情報処理端末の位置を示す情報を順次取得し、
　前記開示可能範囲変化手段は、前記環境情報取得手段により順次取得される位置の変化
に応じて、前記ユーザに関する情報の開示可能範囲を変化させる、
　ことを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載の情報処理システム。
【請求項８】
　前記環境情報取得手段は、前記情報処理端末の移動量を示す情報を順次取得し、
　前記開示可能範囲変化手段は、前記環境情報取得手段により順次取得される移動量の変
化に応じて、前記ユーザに関する情報の開示可能範囲を変化させる、
　ことを特徴とする請求項１から７のいずれか一項に記載の情報処理システム。
【請求項９】
　情報処理端末のおかれた環境を表す環境情報を順次取得する環境情報取得ステップと、
　前記環境情報取得ステップにより順次取得される環境情報の変化に応じて、ユーザに関
する１又は複数の情報要素のうちから特定される情報要素を変化させる開示可能範囲変化
ステップと、
　前記特定される情報要素に制限されるよう、前記ユーザに提供されるページに配置され
る情報を生成するために利用される当該ユーザに関する情報の範囲を制限する制限ステッ
プと、を含み、
　前記１又は複数の情報要素のそれぞれには、情報の機密性の高低を表す機密度が設定さ
れており、
　前記環境情報取得ステップにより順次取得される環境情報の変化に応じて、前記機密度
の閾値を変化させる機密度閾値変化ステップ、をさらに含み、
　前記開示可能範囲変化ステップでは、前記情報要素に設定されている機密度と前記機密
度の閾値とに基づいて、前記特定される情報要素を変化させ、
　前記機密度の閾値の変化又は前記機密度の閾値が変化する条件は機密性が高くなるよう
変化させる場合と低くなるよう変化させる場合とで異なる、
　を含むことを特徴とする情報処理方法。
【請求項１０】
　情報処理端末のおかれた環境を表す環境情報を前記情報処理端末から順次取得する環境
情報取得手段と、
　前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、ユーザに関する
１又は複数の情報要素のうちから特定される情報要素を変化させる開示可能範囲変化手段
と、
　前記特定される情報要素に制限されるよう、前記ユーザに提供されるページに配置され
る情報を生成するために利用される当該ユーザに関する情報の範囲を制限する指示を前記
情報処理端末に出力する指示出力手段と、を含み、
　前記１又は複数の情報要素のそれぞれには、情報の機密性の高低を表す機密度が設定さ
れており、
　前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、前記機密度の閾
値を変化させる機密度閾値変化手段、をさらに含み、
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　前記開示可能範囲変化手段は、前記情報要素に設定されている機密度と前記機密度の閾
値とに基づいて、前記特定される情報要素を変化させ、
　前記機密度の閾値の変化又は前記機密度の閾値が変化する条件は機密性が高くなるよう
変化させる場合と低くなるよう変化させる場合とで異なる、
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項１１】
　情報処理端末のおかれた環境を表す環境情報を前記情報処理端末から順次取得する環境
情報取得手段と、前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、
ユーザに関する１又は複数の情報要素のうちから特定される情報要素を変化させる開示可
能範囲変化手段と、前記特定される情報要素に制限されるよう、前記ユーザに提供される
ページに配置される情報を生成するために利用される当該ユーザに関する情報の範囲を変
化させる指示を前記情報処理端末に出力する指示出力手段と、を含み、前記１又は複数の
情報要素のそれぞれには、情報の機密性の高低を表す機密度が設定されており、前記環境
情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、前記機密度の閾値を変化さ
せる機密度閾値変化手段、をさらに含み、前記開示可能範囲変化手段は、前記情報要素に
設定されている機密度と前記機密度の閾値とに基づいて、前記特定される情報要素を変化
させ、前記機密度の閾値の変化又は前記機密度の閾値が変化する条件は機密性が高くなる
よう変化させる場合と低くなるよう変化させる場合とで異なる情報処理装置に、自装置の
おかれた環境を表す環境情報を送信する環境情報送信手段と、
　前記指示出力手段から出力される指示に応じて、前記ユーザに提供されるページに配置
される情報を生成するために利用される当該ユーザに関する情報の範囲を制限する制限手
段と、
　を含むことを特徴とする情報処理端末。
【請求項１２】
　自装置のおかれた環境を表す環境情報を順次取得する環境情報取得手段と、
　前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、前記ユーザに関
する１又は複数の情報要素のうちから特定される情報要素を変化させる開示可能範囲変化
手段と、
　情報処理装置から受信した前記ユーザに提供されるページに配置される情報を生成する
ために利用される当該ユーザに関する情報の範囲が、前記特定される情報要素に制限され
るよう画面に表示される情報を制限する制限手段と、含み、
　前記１又は複数の情報要素のそれぞれには、情報の機密性の高低を表す機密度が設定さ
れており、
　前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、前記機密度の閾
値を変化させる機密度閾値変化手段、をさらに含み、
　前記開示可能範囲変化手段は、前記情報要素に設定されている機密度と前記機密度の閾
値とに基づいて、前記特定される情報要素を変化させ、
　前記機密度の閾値の変化又は前記機密度の閾値が変化する条件は機密性が高くなるよう
変化させる場合と低くなるよう変化させる場合とで異なる、
　ことを特徴とする情報処理端末。
【請求項１３】
　情報処理端末のおかれた環境を表す環境情報を前記情報処理端末から順次取得する環境
情報取得手段、
　前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、ユーザに関する
１又は複数の情報要素のうちから特定される情報要素を変化させる開示可能範囲変化手段
、
　前記特定される情報要素に制限されるよう、前記ユーザに提供されるページに配置され
る情報を生成するために利用される当該ユーザに関する情報の範囲を制限する指示を前記
情報処理端末に出力する指示出力手段、としてコンピュータを機能させ、
　前記１又は複数の情報要素のそれぞれには、情報の機密性の高低を表す機密度が設定さ
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れており、
　前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、前記機密度の閾
値を変化させる機密度閾値変化手段、として前記コンピュータをさらに機能させ、
　前記開示可能範囲変化手段は、前記情報要素に設定されている機密度と前記機密度の閾
値とに基づいて、前記特定される情報要素を変化させ、
　前記機密度の閾値の変化又は前記機密度の閾値が変化する条件は機密性が高くなるよう
変化させる場合と低くなるよう変化させる場合とで異なる、
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項１４】
　情報処理端末のおかれた環境を表す環境情報を前記情報処理端末から順次取得する環境
情報取得手段と、前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、
ユーザに関する１又は複数の情報要素のうちから特定される情報要素を変化させる開示可
能範囲変化手段と、前記特定される情報要素に制限されるよう、前記ユーザに提供される
ページに配置される情報を生成するために利用される当該ユーザに関する情報の範囲を変
化させる指示を前記情報処理端末に出力する指示出力手段と、を含み、前記１又は複数の
情報要素のそれぞれには、情報の機密性の高低を表す機密度が設定されており、前記環境
情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、前記機密度の閾値を変化さ
せる機密度閾値変化手段、をさらに含み、前記開示可能範囲変化手段は、前記情報要素に
設定されている機密度と前記機密度の閾値とに基づいて、前記特定される情報要素を変化
させ、前記機密度の閾値の変化又は前記機密度の閾値が変化する条件は機密性が高くなる
よう変化させる場合と低くなるよう変化させる場合とで異なる情報処理装置に、自装置の
おかれた環境を表す環境情報を送信する環境情報送信手段、
　前記指示出力手段から出力される指示に応じて、前記ユーザに提供されるページに配置
される情報を生成するために利用される当該ユーザに関する情報の範囲を制限する制限手
段、
　としてコンピュータを機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項１５】
　自装置のおかれた環境を表す環境情報を順次取得する環境情報取得手段、
　前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、前記ユーザに関
する１又は複数の情報要素のうちから特定される情報要素を変化させる開示可能範囲変化
手段、
　情報処理装置から受信した前記ユーザに提供されるページに配置される情報を生成する
ために利用される当該ユーザに関する情報の範囲を、前記特定される情報要素に制限する
制限手段、としてコンピュータを機能させ、
　前記１又は複数の情報要素のそれぞれには、情報の機密性の高低を表す機密度が設定さ
れており、
　前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、前記機密度の閾
値を変化させる機密度閾値変化手段、として前記コンピュータをさらに機能させ、
　前記開示可能範囲変化手段は、前記情報要素に設定されている機密度と前記機密度の閾
値とに基づいて、前記特定される情報要素を変化させ、
　前記機密度の閾値の変化又は前記機密度の閾値が変化する条件は機密性が高くなるよう
変化させる場合と低くなるよう変化させる場合とで異なる、
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項１６】
　情報処理端末のおかれた環境を表す環境情報を前記情報処理端末から順次取得する環境
情報取得手段、
　前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、ユーザに関する
１又は複数の情報要素のうちから特定される情報要素を変化させる開示可能範囲変化手段
、
　前記特定される情報要素に制限されるよう、前記ユーザに提供されるページに配置され



(5) JP 2012-252426 A5 2014.8.7

る情報を生成するために利用される当該ユーザに関する情報の範囲を制限する指示を前記
情報処理端末に出力する指示出力手段、としてコンピュータを機能させ、
　前記１又は複数の情報要素のそれぞれには、情報の機密性の高低を表す機密度が設定さ
れており、
　前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、前記機密度の閾
値を変化させる機密度閾値変化手段、として前記コンピュータをさらに機能させ、
　前記開示可能範囲変化手段は、前記情報要素に設定されている機密度と前記機密度の閾
値とに基づいて、前記特定される情報要素を変化させ、
　前記機密度の閾値の変化又は前記機密度の閾値が変化する条件は機密性が高くなるよう
変化させる場合と低くなるよう変化させる場合とで異なる、
　ことを特徴とするプログラムを記録した記録媒体。
【請求項１７】
　情報処理端末のおかれた環境を表す環境情報を前記情報処理端末から順次取得する環境
情報取得手段と、前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、
ユーザに関する１又は複数の情報要素のうちから特定される情報要素を変化させる開示可
能範囲変化手段と、前記特定される情報要素に制限されるよう、前記ユーザに提供される
ページに配置される情報を生成するために利用される当該ユーザに関する情報の範囲を制
限する指示を前記情報処理端末に出力する指示出力手段と、を含み、前記１又は複数の情
報要素のそれぞれには、情報の機密性の高低を表す機密度が設定されており、前記環境情
報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、前記機密度の閾値を変化させ
る機密度閾値変化手段、をさらに含み、前記開示可能範囲変化手段は、前記情報要素に設
定されている機密度と前記機密度の閾値とに基づいて、前記特定される情報要素を変化さ
せ、前記機密度の閾値の変化又は前記機密度の閾値が変化する条件は機密性が高くなるよ
う変化させる場合と低くなるよう変化させる場合とで異なる情報処理装置に、自装置のお
かれた環境を表す環境情報を送信する環境情報送信手段、
　前記指示出力手段から出力される指示に応じて、前記ユーザに提供されるページに配置
される情報を生成するために利用される当該ユーザに関する情報の範囲を制限する制限手
段、
　としてコンピュータを機能させることを特徴とするプログラムを記録した記録媒体。
【請求項１８】
　自装置のおかれた環境を表す環境情報を順次取得する環境情報取得手段、
　前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、ユーザに関する
１又は複数の情報要素のうちから特定される情報要素を変化させる開示可能範囲変化手段
、
　情報処理装置から受信した前記ユーザに提供されるページに配置される情報を生成する
ために利用される当該ユーザに関する情報の範囲を、前記特定される情報要素に制限する
制限手段、としてコンピュータを機能させ、
　前記１又は複数の情報要素のそれぞれには、情報の機密性の高低を表す機密度が設定さ
れており、
　前記環境情報取得手段により順次取得される環境情報の変化に応じて、前記機密度の閾
値を変化させる機密度閾値変化手段、として前記コンピュータをさらに機能させ、
　前記開示可能範囲変化手段は、前記情報要素に設定されている機密度と前記機密度の閾
値とに基づいて、前記特定される情報要素を変化させ、前記機密度の閾値の変化又は前記
機密度の閾値が変化する条件は機密性が高くなるよう変化させる場合と低くなるよう変化
させる場合とで異なる、
　ことを特徴とするプログラムを記録した記録媒体。
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